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要　旨

　本研究の目的は、国内の母子健康手帳に関する国内の研究の動向を把握して、今後の母子健康手帳の活
用に向けた課題を明確にすることである。2016年５月、医学中央雑誌WEB版により「母子健康手帳」「母
子手帳」をキーワードに原著論文の検索を行い、対象論文の発表年度、研究領域、研究デザインと内容に
ついて整理し分析した。
　その結果、母子健康手帳に関する原著論文は少なく、母親を対象とした母子健康手帳の活用状況や有用
性等の実態調査が多いことが明らかとなった。また、母子健康手帳の改善に向けた評価及び検討に関する
論文や交付時の支援の実際等の論文があったが、活用に影響を及ぼす要因を明らかにする論文は無かっ
た。今後の課題として、母子健康手帳の妊娠中からの活用の状況と出産後の養育状態との関連を明らかに
することが示唆された。

Ⅰ．はじめに

　母子健康手帳は、母子保健法により妊娠の届出をし
た者に対して交付され、妊娠・出産・育児に関する一
貫した健康記録であり、かつ妊娠と乳幼児養育に関す
る行政情報、保健・育児情報が提供されるため、母子
健康管理において重要である。
　近年では、さらに必要な知識の提供や子育て記録、
支援ツールとしての役割も期待され（厚生労働省，
2012）、妊婦の自己管理する能力を高めることに母子

健康手帳は有用である。その一方で、母子健康手帳を
子どもへ開示することへの抵抗感を示す女性もいるこ
と（加藤，2008）、及び、母子健康手帳に記載する分
娩の経過項目と特記事項欄に対して、施設側の記載へ
の消極的な風土や、分娩状況がスティグマとなってし
まう社会的風潮の中で助産師が母子健康手帳の記載に
戸惑いや迷いがあることが明らかになっている（山本，
2012）。つまり、母子保健指標の改善の役割を果たし
て妊産婦・乳幼児の健康管理を促すために重要とされ
てきた母子健康手帳であるが、医療職や母親によって
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は情報記述を躊躇し実際に活用されていない可能性が
ある。そこで母子健康手帳の活用における課題を明ら
かにするために文献検討を行った。

Ⅱ．研究目的

　母子健康手帳に関する文献を検討し、国内の母子健
康手帳に関する国内の研究の動向を把握して、今後の
母子健康手帳の活用に向けての課題を明確にする。
　母子健康手帳は、識字率が低い国やその国の文化に
応じて活用されるように作成されている。そのため、
本研究では国内文献のみを対象とした。

Ⅲ．研究方法

　2016年５月、医学中央雑誌WEB版Ver.5により、
1996年～2015年において「母子健康手帳」「母子手帳」
をキーワードに原著論文の検索を行った。対象文献は
発表年度、研究領域、研究デザインと内容について整
理して分析を行い、今後の母子健康手帳の活用に向け
た課題を考察した。

Ⅳ．研究結果

　検索の結果「母子健康手帳」118件、「母子手帳」121件、
合わせて239件の文献が抽出された。このうち重複し
た文献を整理し、母子健康手帳の活用状況に関して学
会誌に掲載している原著論文19件を対象文献とした。
Ａ．文献数の推移と研究領域（図１）
　検索した1996年から2015年の20年間を１年ごとに区
切り文献件数を確認した。発行年別の推移としては、
2010年が最も多く、保健学、公衆衛生学から各１報告、
助産学から２報告があった。2012年の母子健康手帳改
正以降の報告数の上昇はみられなかった。研究領域に
おいては、保健学領域が６件と最も多かった。年代的
な推移では、大きな変化はみられないが2010年に掲載
された論文が４件と多くなっており、1996年より原著

論文での掲載がなかった助産学分野においても初めて
掲載されていた。
Ｂ．研究デザインによる分類
　対象文献19件を研究デザイン別に分類すると、文献
検討１件（5.3％）、量的分析15件（78.9％）、質的分析
２件（10.5％）、量的分析と質的分析のミックス１件

（5.3％）であった。
　量的分析は比較的多く、ほとんどが母子健康手帳の
通読状況や記入状況等の活用の実態調査や、行政等が
独自に開発した補足版の手帳の評価のための実態調査
であった。質的分析は、半構成的面接やヒヤリングに
よりデータ収集を行った質的記述的デザインであり、
母子健康手帳補足版の作成のための資料とする研究や
母子健康手帳の特記事項欄の記載に関する実情を明ら
かにしていた。
Ｃ．研究対象別による分類（表１）
　研究対象者は、妊婦及び出産後の母親を対象とした
論文、医療従事者を対象とした論文、市町村・特別区・
指定都市を対象とした論文の３つに分類された。研究
対象は、出産後の育児中の母親を対象とした実態調査
がほとんどであった。
　１．妊婦及び出産後の母親を対象とした論文
　妊婦を対象とした論文は、外間・浜本・大嶺他（1999）
の１論文であり、妊娠期の母子健康手帳の活用状況を
明らかにしていた。
　出産後の母親を対象とする論文は、11論文と最も多
く、１歳６か月の母親の母子健康手帳の通読状況を明
らかにした論文（竹田・藤原・外間，2002）や０歳児
～５歳児の母親の母子健康手帳の利用状況や使い心
地を明らかにした論文（青木・粕谷・藤巻，2009）、
４か月～３歳までの母親を対象とした母子健康手帳
の有用性を明らかにした論文（弓削・川崎・丸山他，
2010）等があり、いずれも乳幼児の母親を対象として
母子健康手帳の活用状況を明らかにしていた。
　２．医療従事者を対象とした論文
　医療従事者を対象とした論文には、乳児健診登録医
師を対象とする論文と助産師を対象とする４論文が
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図１．文献数の推移

研究対象者 件数
文献検討 1
妊婦及び出産後の母親を対象とした論文
　出産後の母親（＊1） 11
　妊婦 1
　出産後20-30年の中年女性 1
医療従事者を対象とした論文
　助産師（＊1） 2
　乳幼児健診登録医師 1
　助産師と母親 1
市町村・特別区・指定都市を対象とした論文
　市町村・特別区・指定都市 2

　＊1には重複する1論文を含む

表１．研究対象者
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あった。
　乳幼児健診医師を対象とした報告は１件であり、乳
幼児健診医師の母子健康手帳記入状況の実態調査で
あった（岩政・宮川・白幡他，2004）。助産師を対象
とした論文は３件であり、妊娠及び出産後の経過記録
に対する助産師の認識を明らかとした研究（山崎・斎
藤・米山他，2010）、助産師にヒヤリングを行い母子
健康手帳の補足版作成の経過を報告した論文（齋藤・
山崎・遠山他，2010）や母子健康手帳の分娩経過項目
の特記事項欄に対する助産師の思いや実状を明らかに
した研究（山本，2012）があった。
　３．市町村・特別区・指定都市を対象とした論文
　母子健康手帳を交付する市町村・特別区・指定都
市での母子健康手帳の交付時の対応等を明らかとし
た論文は２論文（益邑・斎藤・安藤他，2013；益邑，
2014）であった。益邑・斎藤・安藤他（2013）は、全
国の市町村を対象として母子健康手帳の交付時の対応

や支援について自記式質問紙調査を実施していた。ま
た、翌年にはその調査結果をもとに妊娠の届出から出
産後の育児に至るまでの支援についての検討を報告し
ていた（益邑，2014）。
Ｄ．研究内容別の分類（表２）
　各文献の結果・考察から得られた知見から類似して
いる箇所にテーマをつけて分類すると、１．文献検
討、２．母子健康手帳の活用の実際、３．母子健康手
帳の改善に向けた評価及び検討、４．健康管理に向け
たツール、５．交付状況及び支援の実際の５項目に分
類することができた。
　１．文献検討
　文献検討では、母子健康手帳制度に関する著作物
等より手帳の政策意図を整理検討した１論文（中島，
2011）があった。
　中島（2011）の文献研究は、母子保健対象者の把握
や、妊産婦を早期に医療へ結びつけること、当事者が

内容 筆頭著者
（発表年） 掲載雑誌 研　　究

デザイン 研究対象者 検討内容等

文
献

検
討

中島　正夫
（2011）

日本公衆衛生雑誌 文献検討 入手可能であった厚生省関係通知等、関連書籍（医制百年史）、厚生省
五十年史、日本の母子健康手帳制度の企画立案等に従事された瀬木三雄
氏の著作物

各手帳の制度の政策意図などを
整理し、検討

母
子
健
康
手
帳
の
活
用
の
実
際

外間登美子
（1999）

母性衛生 量的 那覇市内の産科病院が主催した育児講演会に参加した妊婦106人 母子手帳の活用状況の検討

外間登美子
（2000）

母性衛生 量的 沖縄市の乳児健康診査を受診した3～5カ月児の母親281人 母子手帳の活用状況と属性の関
連について検討

竹田　　恵
（2001）

母性衛生 量的 沖縄市の乳児健康診査を受診した10カ月児の母親115人 母子手帳の通読状況と保護者の
記入状況、有用性の評価

竹田　　恵
（2002）

沖縄の小児保健 量的 沖縄県Ａ市の1歳6カ月児の母親230人 母子健康手帳の通読状況と有用
性の評価

松本　未乃
（1996）

母性衛生 量的 実習病院（名古屋市内）で分娩した褥婦922例のうち条件（正期産、単胎、
経腟分娩、分娩後4～5日、分娩後6日目に退院可能、調査日に面接が可
能）を満たす210例

母子健康手帳の記入状況の把握
と子どもへの継承意識

加藤千恵子
（2008）

日本看護学会論文集：
母性看護

ミックス 平成16年度母子健康手帳の交付を受け、出産から退院を経た育児期の1
か月健診、4カ月健診を終了した母親25名

母子健康手帳の使用実態と親の
所有意識、子への継承意識

弓削　美鈴
（2010）

ヘルスサイエンス研究 量的 Ｓ市Ｓ地区の乳幼児健診を受診した4カ月・18カ月・36カ月の乳幼児を
もつ母親730人

母子健康手帳の有用性、子ども
への継承意識

母
子
健
康
手
帳
の
改
善
に
向
け
た
評
価
及
び
検
討

青木美菜子
（2009）

小児保健研究 量的 Ａ保育園（埼玉県Ａ市）0～3歳児の保護者55名
Ｂ保育園（東京都Ｂ区）0～5歳児の保護者137名
Ｃ保育園（東京都Ｃ区）0～5歳児の保護者86名
Ｄ保育園（東京都Ｄ区）0～5歳児の保護者47名

母子健康手帳の利用状況や使い
心地、要望

足立　　基
（2010）

小児保健研究 量的 平成17年4月から平成18年3月までに新しく親子健康手帳を配布した紀南
地域在住の1歳児の保護者300人

新親子手帳を使用した実用性の
評価

斎藤　益子
（2010）

日本母子看護学会誌 質的 助産師外来を担当している助産師5名 母子健康手帳補足版の作成

山崎　圭子
（2010）

東邦大学医学部看護学科
紀要

量的 臨床で助産業務を行う助産師15名及び出産後1年以内の母親19名 妊婦のセルフケア行動を促す
ツールとしての母子健康手帳の
改善

平山　　裕
（2011）

日本周産期・新生児医学
会雑誌

量的 1か月乳児健診で受診した母親、及び患児が入院中の母親239名 便色調カードの認識度と有用性

山本　由香
（2012）

日本赤十字看護大学紀要 質的 関東圏内の産科施設に勤務する助産師5名 母子健康手帳の分娩の経過項目
の特記事項欄に対する助産師の
見解と実情

健
康
管
理
に
　

向
け
た
ツ
ー
ル

岩政　　琢
（2004）

小児保健研究 量的 乳幼児健診登録医師152名 母子健康手帳の健診医師の診査
項目記載の実態

奥川ゆかり
（2009）

椙山女学園大学
看護学研究

量的 Ａ大学病院内分泌内科に2型糖尿病で通院中の45歳から60歳の女性の
161名

2型糖尿病の母体体重と保健指
導に関する母子健康手帳の活用
の実際

交
付
時
の
状
況
及
び

支
援
の
実
際
　
　
　

佐藤　幸子
（2012）

日本看護研究学会雑誌 量的 東北地方のＡ保健所管内で、新生児の全件訪問を行っている5市町に在
住する女性で、2005年10月から2006年3月までの間に母子健康手帳の交
付を受けた598名のうち同意が得られ、出産後から3歳児健診まで有効回
答が得られた315名

母親の不安、うつ傾向、子ども
への愛着の継時的変化の検討

益邑　千草
（2013）

日本子ども家庭総合研究
所紀要

量的 全国の市区町村の母子保健主管課
市町村1,719、特別区23、指定都市の区175

妊娠届出時における市町村の対
応と、把握する情報の内容の検討

益邑　千草
（2014）

日本子ども家庭総合研究
所紀要

量的 全国の市区町村の母子保健主管課
市町村1,719、特別区23、指定都市の区175

妊娠届出時・母子健康手帳交付
時の情報把握について検討

表２．「母子健康手帳」「母子手帳」に関する研究論文
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的確な支援等に結びつけること、配給手帳としての意
義など、様々な公衆衛生上の意義があることを明らか
にしていた。
　２．母子健康手帳の活用の実際
　母子健康手帳の活用の実際は、母子健康手帳の通読
状況や記入状況についての活用実態と母子健康手帳の
継承意識を明らかにした７論文があった。母子健康手
帳の活用実態について記した論文は６論文であり、全
てが量的分析による実態調査であった。外間・坂元・
大嶺他（1999）は、妊婦106名を対象に母子健康手帳
の記入状況や通読状況について質問紙調査を行い、妊
娠に関する項目は比較的よく読まれているが、事故の
予防、乳児期の栄養、予防接種等の育児に関する項目
では、過半数の妊婦が「あまり読んでいない」か「ほ
とんど読んでいない」と回答し通読率が低いことを明
らかにしていた。出産後の母親を対象に質問紙調査を
した論文（外間・浜本・大嶺他，2000；竹田・外間・
坂本，2001；竹田・藤原・外間，2002）では、子ども
の健康と成長や育児に関連する項目の通読率が高く、

「働く母親の法律」や「児童憲章」等の項目では約６
割の母親が「あまり読んでいない」か「ほとんど読ん
でいない」と回答し通読率が低いことを報告していた。
母親の記入率が高い項目は、母体に関する項目であり
50％以上の母親が記入しているのに対して、記入率が
低い項目は「質問したいことの覚書」であり、記入率
は22.1％であることを明らかにしていた（外間・浜本・
大嶺他，2000）。
　また、母子健康手帳の活用実態と継承意識を明らか
にした論文は３論文であり、子どもの性差による伝達
意識の違いや子どもが女児の場合や自身が子どもの
頃に手帳をみた経験が現在の手帳の活用行動に影響
していることが明らかとなっていた（松本・岡田・玉
置，1996；弓削・川崎・丸山他，2010）。その一方で、
弓削・川崎・丸山他（2010）は、母子健康手帳を子ど
もに継承することについて「抵抗意識」を示す母親が
40％であり、個人情報保護意識の浸透に伴い母子健康
手帳の情報開示に抵抗を示す女性の現状を明らかに
していた。
　量的・質的分析による論文は加藤の１論文であった。
加藤（2008）は、産褥入院後６か月～８か月の母親25
名を対象に母子健康手帳の使用実態を把握するための
自記式質問紙調査と母子健康手帳に記入する理由や子
どもへの伝承意識を半構成的面接による聞き取り調査
を実施していた。母子健康手帳の既読状況は、初産、
経産での有意差が無かったが、記入率は、経産婦より
初産婦の方が有意に高いことが明らかになっていた。
手帳に記入する理由は、記念に残る及び健康管理の記
録として残る等であったが、第三者の目を意識して別
にノートを作成して母子健康手帳の記載を躊躇する母
親もいることを明らかにしていた。

　３．母子健康手帳の改善に向けた評価及び検討
　母子健康手帳の改善に向けた評価や検討に関して量
的に分析した研究は４論文であり、母子健康手帳の改
正後の有用性や行政独自で開発した親子健康管理手帳
の評価、及び今後の母子健康手帳の改善に関する論文
等であった。
　青木・粕谷・藤巻他（2009）は、０歳～５歳までの
保護者325名を対象に母子健康手帳の利用状況、使い
心地、手帳への要望などを調査し、子どもの年齢が低
い程、手帳の利用頻度が高いこと、手帳のサイズや使
いやすさが利用状況に影響すること、子どもの発達や
健康管理に関して80％以上の母親から要望があったの
に対して、母体に関する項目などの急を要さない情報
についての要望率は60％以下と低いことが明らかに
なっていた。
　また、山崎・斎藤・米山他（2010）は、母子健康手
帳の改善に取り組む目的で、助産師15名と育児期の母
親19名を対象に自記式質問紙を用いて母子健康手帳の
経過記録に関する意見を明らかにしていた。それによ
ると、母親が一番高く評価した項目は、「妊娠中の気
がかりなことを健診で確認するための質問紙があると
良い」であり、母親と助産師の両者の意見が一致した
内容は「妊娠後期の食事に関する情報」の希望であっ
た。助産師と母親の意見が相反した項目は「ママと赤
ちゃんの育児日記」であり、母親は育児に関する全て
の項目を肯定的に捉えていたが、助産師は母親が神経
質になることを懸念して否定的であることが明らかと
なっていた。平山・内藤・飯沼他（2011）は、出産後
に必要な情報として便色調カードの有用性について調
査し、９割以上の母親が母子健康手帳に便色調カード
を綴じていることを役に立ったと答えており、妊娠期
からの関心につながっていたことを示唆していた。
　質的分析を用いた研究は２論文であり、いずれも助
産師を対象として母子健康手帳の改善に向けた評価及
び検討に関する論文であった。山本（2012）は、５名
の助産師を対象に母子健康手帳の分娩の経過項目の特
記事項欄を記載する際の思いや背景を質的記述的に明
らかにしていた。山本（2012）は、助産師が特記事項
欄への記載へ戸惑いや迷いを抱いていることから、そ
の背景に施設側の記載に対する消極的な風土等の社会
的な風潮があることを言及していた。
　４．健康管理に向けたツール
　母子健康手帳の記載状況を保健指導や健康管理に向
けたツールとした研究は２論文であった。岩政・宮川・
白幡他（2004）は、乳幼児健診登録医の健診判定及び
フォローアップが独善的になることを危惧し、母子健
康手帳の記入状況について乳幼児健診登録医師にアン
ケート調査を実施していた。乳幼児健診登録医師は、
保護者が心配することの配慮として母子健康手帳には
異常があっても、基本的に異常の欄に記載しない等の
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現状を明らかにし、保護者に過剰な不安を与えない記
入形式の検討の必要性を示唆していた。また、奥川

（2009）は、妊娠・出産・育児期の体重変化は中高年
期の健康問題に発展する可能性があることから、出産
後20年～30年経て２型糖尿病で通院している女性161
名を対象として母子健康手帳の母体体重記入状況を調
査し、出産後の体重の記載が妊娠中に比べて有意に低
いことを明らかにしていた。
　５．交付時の状況及び支援の実際
　母子健康手帳の交付時の状況及び支援の実際を明ら
かにした論文は３論文であった。佐藤幸子・遠藤・佐
藤志保（2012）は、母子健康手帳交付時、新生児訪問
時、乳幼児健診、１歳６か月健診、３歳児健診の５回
にわたり縦断的に母親の不安等について調査して、母
子健康手帳交付時がSTAIの得点が有意に高く、母親
の不安が高いことを明らかにしていた。

Ⅴ．考察

　今回、母子健康手帳に関する文献検討を行った結
果、母子健康手帳の活用状況に関する実態調査がほと
んどであることが分かった。
　考察では、母子健康手帳の活用状況及び母子健康手
帳交付時の説明の２点について母子健康手帳の課題を
述べる。
Ａ．母子健康手帳の活用状況
　母子健康手帳は概ね10年に１回改正されているが、
2002年の大幅な改正以降、論文数の増加はみられてい
なかった。また、2010年に母子健康手帳の有用性や評
価を記す内容の論文が掲載されたのは、2008年の母子
健康手帳の改訂の影響によるものと考える。
　研究領域では保健学が６件と最も多く、母子健康手
帳が妊娠から出産、育児までの予防活動の一つとして
活用できることが求められていると考えられる。母子
健康手帳は、当事者が健康記録を所持・携帯すること
により、当事者・家族・妊産婦・乳幼児の健康管理を
促すことを基本的な考えとして配布され、当事者の自
発的な健康管理を期待する制度となっている。母親の
母子健康手帳の活用状況の割合は高く、出産後の活用
としては「予防接種」や「健診」など児に必ず必要と
される時の活用が多いとも考えられる。また、母子健
康手帳の改正によりカラーの使用などビジュアル的に
引き付けられる内容になっていることも活用状況の割
合が高くなっていることに影響している可能性がある。
　また、母子健康手帳の記載について、母親は母子健
康手帳に自由記載欄が欲しいという意見があったが、
助産師は記入することがプレッシャーになるのではな
いかと懸念しており、母親と助産師との視点で記載に
関する思いの相違があった。分娩経過項目の特記事項
欄の自由記載に戸惑う助産師や乳児健診にて異常が起

こった場合の記載方法が医師によって異なることが明
らかとなっていた。妊娠中の経過記録は医療者が記載
するものが多いが、母子健康手帳を上手く活用し、妊
婦の主体性を養っていくためには、妊婦の母子健康手
帳記載への思考を確認して活用される母子健康手帳の
作成が必要である。
　母子健康手帳の記載内容で記入率が低い項目につい
て、外間・浜本・大嶺他（2000）は「質問したいこと
の覚書」であることを報告していた。一方、2010年の
山崎・斎藤・米山らの研究では、「妊娠中の気がかり
なことを健診で確認するための質問事項欄があると良
い」と考えている母親が多いことを明らかにしており、
結果に相違があった。また、青木・粕谷・藤巻（2009）
は、母体に関する項目などの急を要さない情報は母子
健康手帳の要望率が低いことを示していたが、山崎・
斎藤・米山他（2010）は、母親が妊娠後期の食事に関
する情報を希望していることを明らかにしていた。こ
れらの結果の相違は、対象とする母親の背景（職業や
ハイリスクの有無等）が影響している可能性や時代と
共に母子健康手帳を活用する母親の意識が変化してい
る可能性を示唆するものであり、今後、対象とする母
親の背景にも着目して活用状況の実態を捉えていく必
要がある。
Ｂ．母子健康手帳交付時の説明
　母子健康手帳の交付時の説明内容は、母子健康手帳
の交付・説明の手引きに沿っての説明や妊娠期の心身
の状況把握が推奨されている（厚生労働省，2012）。
しかし、妊娠の届出の際の母子健康手帳の説明につい
ては主に保健師、事務職員が行っており、妊娠期の女
性のケアを行う専門家である助産師が説明を行ってい
る市町村が一番少ないことが明らかとなっていた。近
年、出産年齢の高齢化及び高度生殖補助医療の普及に
伴うハイリスク妊娠が増加している。正常な経過を辿
る妊婦とハイリスク妊娠に対する母子健康手帳交付時
の説明の違いについて言及した研究は無かった。
　児童福祉法では、出産後の養育について出産前から
特に支援を要する妊婦を特定妊婦と定義し、児童虐待
の観点から養育支援訪問事業を行っている。母子健康
手帳の活用は、妊娠期より自身の身体に関心を持ち、
自己健康管理していく能力を高めることや、母性が芽
生え形成するプロセスに非常に有用である。
　特定妊婦とは、若年妊婦や経済的問題、妊娠の届け
出が妊娠後期である場合や多胎妊婦などである。先行
研究の中の研究対象者には、特定妊婦も含まれていた
ことが推測できるが、特定妊婦に特化した支援を示唆
する研究は見当たらなかった。先行研究では出産後の
母親を研究対象者とする研究が多くあったが、そのほ
とんどが母子健康手帳の活用の実態調査であった。今
後は、母子健康手帳の活用に関連して、母親の経済的
な問題、妊娠経過、出産後のサポート等、個々の妊娠
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経過や社会的特徴を明らかにしていく必要がある。つ
まり、母子健康手帳の活用状況と養育状況の関連な
ど、研究対象者の社会的背景にも視点を当て、母子健
康手帳を交付する際に個々の特徴に応じた支援につな
げていけるような研究が課題である。

Ⅵ．結論

　母子健康手帳に関する研究のほとんどは出産後の女
性を対象とした実態調査であり、母子健康手帳の活用
状況や有用性、子どもへの継承意識が明らかになって
いた。また、母子健康手帳の改善に向けた評価及び検
討に関する論文や健康管理に向けたツールとしての母
子健康手帳に関する論文、交付時の支援の実際の論文
があったが、活用に影響を及ぼす要因を明らかにする
論文は無かった。
　母子健康手帳が有効的に活用されるためには、妊婦
の特徴やニーズを理解して母子健康手帳の活用を促し
ていく必要がある。そのためには、母子健康手帳の妊
娠中からの活用の状況が出産後の養育状態への関連や
支援の必要な妊婦に特化したニーズを明らかにして、
個々に応じた母子健康手帳の活用に向けた支援につな
げられるような研究が今後の課題である。
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